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はじめに
　基本的人権は欧米において市民が教会や国王の権威と戦い勝ち取ってきたも
のであり１）、その思想は長い歴史の中で形成されてきた人類の宝ともいうべき
ものである。しかしながら、現在においてもなお、軍事政権や独裁政治家が国
民の人権を抑圧し、多くの人々が不幸な状況に追いやられている状況が世界の
あちらこちらで見受けられる２）。
　こうした人権の抑圧とも思える状況は、現代日本においても例外ではない。
我が国では国家が直接的な形で国民の基本的人権を脅かすようなことはない
が、現在の社会システムの一部において人権尊重という要素が欠けているとこ
ろがあり、そのために弱い立場の人々の人権が侵害され、追い詰められている
現実があるように思われる。
　例えば、学校におけるいじめや職場での過労死、年間約３万人もの自殺者を
生み出す社会の現実などが、そのことを如実に物語っている。
　本論文は、仏法の基本思想である五陰と縁起の思想を手がかりに、人権を尊
重するということはどういうことなのかを考察するものである。そのために、
まず、五陰つまり色陰・受陰・想陰・行陰・識陰がどのようなものであるかを
考察し、次に、人と人との関係は一人一人の「色・受・想・行・識」が互いに
反応、作用して生みだされるものであり、個人の人格や人間性もこうした「縁」
によって形成されていくことを説明し、最後に人権を尊重するということは、
「各人が、生まれながらにして持つ『色・受・想・行・識』の五陰を十全に働
かせ、他者や環境に能動的にかかわっていく権利を尊重すること」ではないか
と推論する。
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１．人権思想を考える
（１）人権思想の歴史
　世界史的な視点において、人権が高らかに謡われたのはアメリカの独立宣言
（1776年）が初期のものである。この人権宣言の根拠は、スイスの自然法理論
家ビュルラマキの「自然法の原理」であった。彼の主張は「権利という考え、
さらに自然法という考えは明白に人間の本性と関連している。したがってわれ
われがこの科学の原理を引き出さなくてはならないのはこの人間の本性
（nature）そのものから、人間の性質（constitution）から、人間の状態（condition）
からなのだ」というものであった３）。こうした人権思想の流れはフランス革命
後の「人権宣言」（1789年）にも受け継がれた。アメリカの独立宣言では「全
ての人間は生まれながらにして平等であり、その創造主によって生命、自由お
よび幸福の追求を含む不可侵の権利を与えられている」と宣言され４）、世界人
権宣言ではその第一条で「全ての人間は生まれながら自由であり、かつ尊厳と
権利とについて平等である」と宣言している５）。このように、基本的人権とい
う思想は国家の独立や革命という場面を通し、国家と市民との関係から歴史的
に形成されてきたものである。
（２）人権思想とは何か
　人権とは何なのだろうか。世界人権宣言では「生まれながらにしての権利」
と宣言している。人権の概念について、ホッブスはリヴァイアサンの中で「自
然権（ius）とは自身の生命を維持するために各人が持っている自由」である
と述べている６）。またＪ・ロックは生命・自由・財産への権利は自然法によっ
て各人に付与された絶対の「自然権」であるとし、「何人も他人の生命、健康、
自由あるいは所有物を侵害すべきではない」と述べている７）。ホッブスの言う
「各人が持っている自由」、ロックのいう「自然法によって各人に付与された絶
対の自然権」の中身を知るために、「人間とは何か」、「人間とはどういう存在
なのか」ということを以下で考察していきたい。
２．東洋思想における人間観
　ホッブスやロックなどの西欧の哲学者は自然権という概念を提唱している
が、このような西洋哲学に対して東洋の哲学は人間をどのような存在としてと
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らえているのだろうか。ここでは、東洋の哲学の中でも、特に仏法が説く存在
論、仏法の人間観について、最初に仏法が生命の構成要素であるとする「五陰
思想」を、続いて生命の存在形態である「縁起思想」を中心に考察し、生命尊
厳思想および人権尊重思想について考えていきたい。
（１）五陰思想とは何か
①五陰について
　仏法が説く生命観は、宇宙そのものに生命的要素が内在しており、宇宙の生
成過程において一定の条件のもとに個々の生命が誕生する、その生命を構成す
る要素が五陰であるというものである８）。ここで、五陰というのは色陰、受陰、
想陰、行陰、識陰をいい、陰は集まり、構成要素という意味である。色陰は肉
体など色形等に現れている物質的・現象的側面つまり身体機能のことであり、
受陰は人間の場合は、六つの知覚器官である六根（眼、耳、鼻、舌、身、意）が、
それぞれの対象となる色、声、香、味、触などにふれて生じる感覚のことをさ
す。また、想陰は受け入れた知覚をまとめあげ、事物の像（イメージ）を心に
想い浮かべる作用をいい、行陰は想陰でできた像を整え完成させ、それととも
に生じる種々の心の作用（行動を生み出す作用）のことをいう。最後に識陰は、
想陰や行陰によって得られる事象を個別に認識し、他のものと識別し判断して
いく心の作用ということになる９）。人間が持つこの五陰がいかに尊いものであ
るかについて、日蓮は法華経の中で説かれた生命の尊厳を表現する「宝塔」と
いう意味について、「宝とは五陰なり、塔とは和合なり、五陰和合をもって宝
塔と言うなり」と説明している10）。
②五陰思想の展開
　この五陰をよりわかりやすく現代的に展開すると次のようになるであろう。
　　 「色」…以下の四つの機能を支えるための身体機能。
　　 「受」…外界（縁）の情報を目や耳などから取り入れる能力や働き。
　　　　　　音楽や景色、読書や他者の行動、人格などから精神的影響を受け
ることや、自己の中にある内なる声を聞くようなことも含まれる。
　　 「想」…外から受けた情報や既に自身の内部に蓄えられた記憶や感情など
の情報に基づき新たな感情や想いを生み出していく能力や働き。
　　 「行」…意思作用に基づき情報発信したり、行動したりする能力や働き。
　　 「識」…外から受けた情報を自己の内部に蓄え、それらを識別、統合する機
能。成功した喜びや失敗の悔しさ、しつけや教育から得た倫理観、
価値観などを体系化して自身の中に蓄え経験智とする能力や働き。
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　この五陰が識を中心に緊密不可分に連携機能し営みを続ける存在が生命であ
る11）。言い換えれば、生命とは外界から情報を取り入れ、想いを抱き、自らが
判断し、外界に向かって様々な形で自己表現する自発能動の主体であるといえ
るのではないだろうか12）。特に、人間においては受、想、識の機能が他の生物に
比べ著しく発達し、それにより様々な文化を築きあげてきたと考えられる13）。
また、一人一人の自己（Identity）形成もこの五陰の働きにより図られると考
えられる14）。五陰の発現形態は人により少しずつ異なるため、身体機能や精神
機能に差異が生じ、それが個々人の個性や才能になる15）。ゆえに、黒人も白人
も、健常者も障害者も、その身体的特徴や機能に差異があったとしても、人と
しての五陰の存在とそれが豊かな可能性を秘めているという点において全く平
等である。
　さて、人間にとっては想と識が大切である。Ｅ・フランクリンは著書「夜と
霧」の中で人が生きていく上で生きる意味や希望がいかに重要であるかについ
て、「最後まで希望を持ち続けることができた者のみが収容所から生きて出て
くることができた。拷問や強制労働は苦しくつらい。しかし一切の希望が持て
なくなることが人間にとって生きる意味を決定的に失わせ、死につながってい
く。（主意）」16）と述べている。勇気や希望、向上心は想と識の機能によって
生み出されるものであり、想と識の働きにより人は無限に自己の可能性を切り
開き創造していけるのだと考える。
③「識」とは何か
　五陰の一つである「識」は、自身が修得した知識や技能、これまでに抱いた
感情や苦楽の思い、分析力や推理力、しつけや教育から得られた善悪の判断基
準などを含むと考えられる。人には様々な欲求や向上心など、生きるための生
命エネルギーがあるが、このエネルギーはこれまでの学習やしつけ、社会生活
の中で得られた判断能力という「識」のフィルターに濾過されて「想」や「行」
として発現する。つまり、人を助けよう、殺したいなどという善・悪の心は自
己の様々な欲求と外部の縁によって自身の内部に「想」として発現するが、こ
れまでに形成された善悪の判断能力（「識」というフィルター）を通して「行」
に移行すると考えられる17）。
　識の一端を理解する手がかりとして脳科学者茂木健一郎の著書「意識とは何
か」から一部を引用してみたい。ここでは脳と意識との関係、意識と自我との
関係を「クオリア」という概念で次のように説明している。「クオリアとは私
たちが心の中で感じる様々な質感を表す言葉である。クオリアは脳内の神経細
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胞がそれぞれのシナプスを通して結び合う関係性である。目の前のコップを
コップと認知できるのはそれを構成する色や透明感といったクオリアのかたま
りとして判別されるからである。（略）また他者とのかかわりは乳児のときの
母親との関係の中に始まり、そこから私という存在が他者とのかかわりの中で
生まれ心の中の様々なクオリアを通して他者をその中に含む世界が認識されて
いく」18）。
　このクオリアという概念は意識というものの概念を理解するのに役立つと思
われる。しかしながら、仏法における「識」は、単に、現在の意識活動のみを
いうのではなく、普段は無意識層にある潜在意識、例えば幼少期に受けた両親
の愛情や成長期におけるトラウマなど過去の経験により形成された深層意識、
また自分が今の自分として生まれてきた原因を形成してきた過去世の識、さら
には自身の生命を生み出した宇宙生命そのものの識をも含むものであるとして
いる19）。
（２）縁起の思想
　さて、宇宙の中で自分一人だけが生存するのであれば「人権」の概念は不必
要である。人と人との関係性の中ではじめて「人権」が問題となる。仏法は人
と人との関係を「縁起」という概念で説明している20）。トリパーティの著「因
縁相応の二十五経」には「縁起とは何か。すなわち、これがあるとき、かれが
ある。これが生じるとき、かれが生ずる」21）と説かれている。横山紘一は縁
起について、「縁起とは自己以外の他の直接原因と補助因〈縁〉との力によっ
て生じ起こってくるという意味である」22）と述べている。
　これらの内容に基づき縁についてわかりやすく述べれば、人は皆、両親や友
人、先生や自分を取り巻く環境によって今の自分が形成されているということ
になり、また、見方を変えれば、自分自身や自分の言動が周りの人たちに大き
な影響を与えている存在であるということになるのではないだろうか。つまり、
仏法が説く人間相互の関係は、ホッブスの説く「戦争状態」23）でもないし、ロー
ルズが仮定した「互いにベールで覆われた存在」24）などでもない。それぞれ
の人が持つ、「色受想行識」が互いに作用、反応しそれが「縁」となって人間
関係が成立する25）といえるだろう。勇気をもらったり励ましたりしあいなが
ら生きていくのが人なのである。人間関係のあるべき姿について、日蓮は、「人
のために明かりを灯せば自分の前も明るくなる」26）という比喩を通して自他
共の幸福観として説明している。これは他者に働きかけることにより、その行
為の発意の段階で自身の識が形成され、自分の人格、人間性の形成がなされて
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いくことを意味している27）。つまり、他者の存在があって、それに係わり合うこ
とによってはじめて自己の形成が図られるということを示していると言えるで
あろう。最近の脳科学におけるミラーニューロンの発見はこのような人と人と
の関係についても徐々に解明しつつあることを示唆しているように思われる28）。
３．仏法の生命尊厳思想と人権
（１）人権とは何か
　いじめやパワハラは、なぜ人権問題なのか。人権の内容は国や政治体制によっ
て変わるものなのだろうか。憲法に規定されるから人権が発生するのだろうか。
ホッブスの言う「各人が持っている自由」、ロックの言う「自然法によって各
人に付与された絶対の自然権」とは何なのだろうか。ここでは、こうした問に
答えるために人権とは何かについて仏法の生命尊厳思想の立場から考察した
い。これまで述べてきた五陰と縁起の思想から、人間とは何かについて考察す
ると、人間とは「生まれながらにして持つ自身の色受想行識を十全に働かせ29）、
他者や環境に能動的に係わりながら自己形成を図っていく存在」ということに
なる。ここで、「十全に働かせる」ということについて、川田洋一東洋哲学研
究所所長の言葉を借りるならば、「人間生命に内包された可能性、すなわち、そ
の人の備えるすべての善性、能力、感性、生命力等を全面的に開花することで
ある」ということになると思われる30）。人が生まれながらにして持つこのよう
な能動的特性を社会的側面から捉え直し、それを権利として位置づけたものを
人権とするならば、人権は次のように言い表すこともできるのではないだろう
か。すなわち、「自己の意思、感情、行動などを通して他者や環境と積極的な係わ
りを創り出す能動的権利」であると。また、人権をこのように自己の生命から
の内発的権利として捉えるならば、人権尊重思想はとりもなおさず、仏法の
生命尊厳思想を社会的側面から捉えたものと位置づけられると思われる31）。
（２）基本的人権と五陰との関係
　日本国憲法13条には、生命、自由、幸福追求権に関する国民の権利が明記さ
れ、「すべての国民は個人として尊重される」としている。この幸福追求の主
体となるのが個々人の生命であり、尊重されるべき対象が、人の「色受想行識」
の働きということになる。人間らしい心、勇気や希望を生み出していけるのが
人の五陰の特質であり幸福追求の資源もここにあるといえるであろう。また、
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思想・信教の自由、表現の自由など個別の人権と五陰との関係を考察すると、
概ね以下のように関連づけることもできるのではないだろうか。
　「色」に関するもの・・生存権、生活権など。人身売買や奴隷制の禁止。
極端な貧困や暴力が否定されるべき理由もここにあ
る。
　「受」に関するもの・・知る権利など。情報操作、情報格差などが問題とな
る。環境権や自然との共生権という概念もここから
生じる。
　「想」に関するもの・・思想の自由、信教の自由など。
　「行」に関するもの・・表現の自由、結社の自由、職業選択の自由など。
　「識」に関するもの・・学問の自由、著作権など。
（３）人権とその他の権利との違い
　権利とは一面的には「他者に何かを訴える力」と考えることもできるであろ
う。先に、人を構成するものは「色受想行識」であると述べたが、身体の一部
である肝臓や眼球などを売買することは不可能ではないかもしれない。しかし、
心を売買することはできない。心で思ったことを表現したものは著書や音楽、
アイデアなどとして売買することは可能である。しかし、それらが生まれる背
景となったその人の人生経験や思考過程、感動などをそのまま取り出して売る
ことは不可能である。それはまさにその人の人生そのものであり、「識」とし
て貯蔵されているものだからである。その人固有の身体機能や感受性、さまざ
まな思いや経験の集積は一人一人にとってかけがえのないものであり、他に置
き換えることはできない。このように人権は、人に自発能動的働きをもたらす
「色受想行識」を内包する権利であるがゆえに、土地や商品、サービスなど自
分の外界に存在するものと異なり、売買や譲渡はできない権利であり、各個人
に内在する固有の権利ということになる。
４．人権と社会
（１）善と悪について
　ところで、戦争まっただ中の社会で、戦意を高揚する記事を書いたり、戦勝
を讃える歌を作ったりすると心からそう思って行った場合であっても、それは
悪になるのだろうか。善悪の基準はその時々の条件や社会状況によって変化す
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る相対的なものなのだろうか。
　善悪についての議論は様々な観点からなされなければならないが、ここでは
人権という観点に絞って善悪について考えてみたい。人権を尊重するというこ
とは、自分自身や他の人の色受想行識を尊重する、つまり生命を尊厳するとい
うことである。悪は人の心や身体、つまり五陰の「色」や「受」、「想」などの
機能を損傷し、低下、消滅させる働きであるといえ、善はその反対であるとも
考えられる。そこで善と悪に関する基準の一つとして、以下のように考えてみ
ることはできないだろうか。
「生命（色受想行識の働き）を力づけ、勇気を与え元気にさせるもの」を「善」
とし、「生命を弱め、苦しめ、絶望に追い込むもの」を「悪」、と考える。
このように善と悪を捉えれば、悪がそれにより現実に人や社会を害することが
「罪」ということになる。これには、身体に及ぶもの（仏法では「身の財」と
いう）と心に及ぶもの（「心の財」）がある。とするならば悪を減少させ善を拡
大することが「正義」になるといえるのではないだろうか。このように考える
と自殺や殺人は「色受想行識」を破壊する行為であるから悪となる。また、詐
欺や窃盗をはじめ、いじめやパワハラなども人の心を弱め、苦しめるから悪と
なる。人間が嫉妬や憎しみの心を生じるのは「縁」と「識」の働きによる。逆
に希望や向上心、思いやりなどを生み出すのも「縁」と「識」の働きによるも
のである。この点について仏典には「蘭室の友と交わりて麻畝の性となる。（略）
物の性は境によって改まる」と説かれている32）。人は教育や人間関係によって
人格形成がなされるのである。人間の本来の心の働きは生きようとする力であ
り成長していこうという希望である。ゆえに、他人の心を傷つけることはそれ
が法に触れなくても人権侵害ということになる。逆に人を励まし勇気を与える
ことが人権を尊重することになるといえるのではないだろうか。
（２）社会システムと人権
　先に、「生命を弱め、苦しめ、絶望に追い込むもの」を「悪」とみなすこと
ができるのではないかと述べた。仮に中小企業の経営者が借金を苦にしたり取
引を中止されたりして自殺に追い込まれることになったとしても、借金の取り
立てや取引中止は契約自由であるため、その行為が違法でない限り罪になるこ
とはない。しかし社会の制度や経済システムの欠陥が一人の人間を苦しめ自殺
に追いやる一因となっていたとすれば、そういう制度を放置していた社会の不
作為の罪とでもいうべき罪があるといえるのではないだろうか。
　人間らしい社会システムについて考える上で参考にしたい仏法説話がある。
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大きな丸テーブルの中央に食料があり、10人の人たちと10本の長いスプーンが
おかれた会場が二つある。一つの会場では「自己本位の人たち（仏法では「餓
鬼界の衆生」という）が長いスプーンで食事を取りあぐねている風景」、もう
一つの会場では「助け合いの精神に満ちた人たち（菩薩界の衆生）が順番に長
いスプーンに食事を乗せそれを弧に描いて回転し互いに食事を与えあっている
風景」があったという説話である33）。
「餓鬼界の人たちの食事風景」…権利と権利のぶつかりあい、「奪い合いの
社会」
「菩薩界の人たちの食事風景」…助け合いの精神、「補い支え合う社会」
ということではないだろうか。この説話は、「奪い合いの社会」から「補い支え
合う社会」へ転換していくためには、「助け合う心」とともに、「問題を解決す
る具体的知恵」が必要であると教えてくれているのだと思われる。これからの
社会においては、資源を最大限自分のものにするためのゲーム理論の開発では
なく、自然と共存しつつ、限られた資源をどう分かち合っていくことが自他共
の幸福につながっていくかを追求する幸福共存理論ともいうべき新たな学問34）
が模索され、構築されていくことが大切であると考える。
５．人権問題を具体的に考える
（１）現代社会の人権問題
①企業内における人権侵害─利益優先社会の弊害
　企業内で不祥事が生じた場合、中にいる人は自分の責任が持てない状況にな
りやすい。公害を起こした企業の社員は、それは自分の責任ではなく「会社が
悪いのだ」と思いがちである。組織の中で何か不都合なことに気づいても、自
由にものを言うことができない、言えば自分が大きな不利を被ることになりか
ねないという無言の圧力は、ある意味で言論の自由の封殺になると考えられる。
人権を尊重するということが、先に述べたように「自己の意思、感情、行動な
どを通して他者や環境と積極的な係わりを創り出す権利」を尊重するというこ
とであるならば、このような無言の圧力もある意味で、人権侵害に相当するも
のといえるのではないだろうか。
②学校内における人権侵害─いじめ
　子供は友だち社会の中に自己の存在意味を見いだして成長していくものであ
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る。いじめに遭い仲間はずれにされるということは、自己の存在を否定される
ことになる。いじめを受け仲間はずれにされると、その子は自身の存在意義や
可能性が閉ざされたという思いを持ってしまう。これは、上記の人権尊重の考
え方から判断すると、その侵害に相当するといえるであろう。ゆえに、いじめ
は人権問題であるということになる。
③自殺や安楽死、受刑者の人権など
　自殺に関しては、生命が自分固有のものという前提に立てば、自己決定権に
より自殺は認められることになる。しかし、「これがあるとき、かれがある」
という縁起の思想からみた場合、自己の生命は自分自身のものであると同時に
多くの部分で他者と共有する部分、連続している部分があるということになり、
完全な自己決定権は留保されることになる。また、安楽死に関しては、五陰思
想から見た場合、個人の識は意識下において宇宙生命にまでつながっていると
いうことであるから、例え植物人間の状態であったとしても自力生存が続いて
いる限り他者にその連続性を断ち切る権利はなく、できる限り介護を続け生き
る尊厳を保ってあげることが大事であると思われる。また、受刑者の人権、難
民の人権などについても、全ての人が、五陰を十全に働かせる権利を持ち、そ
れを人権とするという観点に立てば、こうした人たちの人権がいかにあるべき
かを議論できることになる。
（２）人権が尊重される社会を構築していくために
　先に、人権尊重思想は生命尊厳思想を社会的側面から捉えたものであると述
べた。人権尊重社会を構築するための諸施策もこうした視点から検討されなけ
ればならないだろう。人権が尊重される社会を築いていくためには行政や企業、
ボランティア団体などでの様々な取り組み必要となってくる。以下、いくつか
の施策を例示として取り上げてみたい。
Ａ、教育
　　　①初等教育：いじめ問題などを通しての人権についての学習、動物飼育
や田植えなどの体験により生命の尊さを肌身で感じる学習
など。
　　　②中等教育：ガンジーやキングの思想や活動を通しての人権学習、難民
の子ども達、途上国の子ども達の生活ビデオを見ての感想
文や討論会など。
　　　③高等教育：人種や個性の違いを認め尊重するための討論会や、解決方
法を思索する力を養成する学習、読書感想文などによる思
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考力の養成など。
　　　④高齢化社会に伴う生涯教育システムの構築：老幼一体の社会参加活動
や介護体験学習などを通した社会参加システムの構築な
ど。
Ｂ、人権感覚を養成する社会学習
　人権教育の裾野を広げるための、パワハラ、セクハラ、企業倫理などの教育、
講座、討論会の実施、さらに、テーマ別市民討論会を視聴者参加のＴＶで放送
することなど。
Ｃ、ワーク・ライフ・バランスのとれた社会システムの構築
　忙しさは文字の通り人の心を亡ぼすことに通じる。人間らしい生き方を行う
ためのワーク・ライフ・バランスを図るための新たな社会システムを構築する
ため、従業員や家族の生活権確保について最大限に努力するための基準作り、
公表化の検討。さらに、企業の社会的責任内容（環境や社会貢献）の具体化、
指標作りなどを実施する。
　そして、これらの施策を立案、実行していく過程において常に人権を尊重す
るということはどういうことなのか、そのために何が必要なのかを自問自答し
ながら進めていくことが大切である。政治や行政、教育、法律などの各分野に
おいてこれらの一つ一つを人権の尊重という視点から検証し、人権尊重を根本
とした社会システムを再構築していくことにより、人間が人間らしく生きてい
ける豊かな社会が築かれて行くのではないだろうか。
　人権尊重思想が普遍化・共有化されていくための重要な条件として、池田大
作ＳＧＩ会長は、次のように述べている。「他の人々の人間らしい生活を脅か
されている状態を、同じ人間として見過ごすことはできないという、やむにや
まれぬ内発的な精神に支えられてこそ、はじめて人権は分かつことのできない
普遍的な根拠となっていく」35）と。
終わりに
　本論文では、人権の尊重とは何かについて、仏法の生命哲学である五陰と縁
起の思想を手がかりに考察し、現代社会の人権問題とその対応策について検討
を試みた。これは、人権尊重思想は仏法の生命尊厳思想を社会という側面から
捉えた思想であるとして再構成し、考察してみたいと考えたからである。
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　本来、五陰と縁起の思想は三世の生命観と深く関わる阿頼耶識縁起36）の一
環として説明しなければならないが、本論文では、その点には深入りせず、人
権と社会という観点に限定した考察にとどめた。もっとも、仏法の生命観はあ
まりにも深く、未熟な理解のまま現段階での個人的見解として述べた箇所も多
少ある。識と縁起に関しては、今後さらに深く考察を進め、また本論文で限定
的に考察した正義に関する問題についても引き続き研鑽を深めていく必要があ
る。本論文の基調とした五陰と縁起の思想は東洋で生まれたものではあるが、
人間とはいかなる存在であるかを説いた優れた哲学であり、この思想を基調と
した人権尊重思想、生命尊厳思想は、異文化圏の人たちにも理解され共感を得
られるものと考える。今、世界中の国や大学、平和機関が、池田大作ＳＧＩ会
長の仏法を基調とした平和、文化活動に対して数多くの顕彰を行っている。混
迷の時代にあって、仏法の平和思想、生命尊厳の思想が世界中の人々から理解
され共感の輪が広がるよう、池田門下生の一人として、まずは自らが研鑽を深
め、多くの友と対話し、人権尊重、生命尊厳の社会を切り開いていくことをあ
らためて決意している。
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